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　The　origin　of　Chinese　crし［de　drug ’“Weili［1gxiaI1
’「

〔威霊 f［ll），　ayailablc ［n　market ，　is　maillly 　de−

rived 　from　虻he　underground 　portions　of　Cte〃 la ’is　Plants．　To 　clariI ン　the　boヒarlical　 orighl 　of

“
Wejlingxialゴ from　 northeast 　China，　 comparative 　 anatomical 　study 　 was 　 made 　 on 　the　crude

drug　and 　the　roots 　of 　five　C／emat ’s　species 　growing　wild 　in　northeast 　China・　Our　results 　show

that　two　Clenκatih’spec ［es　were 　rccognizcd 　as　the　botanical　origins　of
しLWeilingxia

バ from　 this

distric〔，　 one 　was （
’
．‘lft．gtts’ぴbfia亅AcQ ，

，
　a1、d　the　other 　secnls 　lo　bc　a　loca1＞ ariation 　o 「（／

1
・　tc」厂 ’，〃o ’τ’・

　Keyw ｛〕rds −．．−Wei ］ingxiun； Cle〃 ratis ご’脚 ’躍 ∂〃‘1．’

ol
．igin；Chinese　crude 　drug

Ranun ¢ ulaceae ； r（｝ot ； anatumical 　 sLudy ；

　現在の 日本 市場 に 出廻 っ て い る 「威霊 仙 1は 卞 と し て 朝鮮半島産の もの て あ るが
：い， 南場に は まれ に 中 国 束．iL部産

と 称 さ2aる もの も出 廻 り て い る．中 国 東北 部 産 威儲芝仙 の 基 源 植 物 1二 関 し て は ，謝
射

や 李ら
5’

は 「黒薇．1の 名て
：1：〆 ・｝．

ウ ゲ 科
．
の 　Cletttatis｛〃〜3 ‘tsttYblia 　JACQ、（“・C ，　ilc・．x’apeta ！a 　PALL 、） お よび　C ．　mcutds ／tUi

’il’a 　RUPR ．（・
−C ，　ter’〜ヴノ（）t

’
α

DC ．）を 挙げ，謝 は こ れ ら以外に C ．　Ylts〔
・
a　TuRcZ ．，　 C ．1iotttnge’lsiS　KITAG ・を 亀そ の 基源 と し，『li 「葯志 』

G） 一G よ

C ・”mandshurica を あて て い る．ま た 11東北常用中草葯手 冊 』
7＞

て は C ．angustifolia ，　 C ．iiiCinds／lurica 　v）C・ま か に 「鉄脚

威霊仙」 と し て ユ リ科 の SlliitCl．L’siebotdit 　Mlg ，を 挙げ，さらに 同書や 『北方常用 中草葯手冊』
s）

で は 「草本威霊 仙」

と し て ゴ マ ノ パグ サ 科 の レセ”o 所 ‘
’
asibi ”ica　L 　を 記 し て い る ．

　今同 入 手 し 得た 中国東北部産威霊仙は ，そ の 内部形態か ら明 ら か に Clemaris属｛111物基源の もの と ∫mila ．v 属植物

基源 の もの が認 め られ た．Cletnatis属植物基源り 商 トlllぽ 1税こか ら多数じ
．
丿 譲 い 棋 と

幽
｝．i‡ゴも

．
ン
｝．拳 る．稲牝

「3’組 」琶埋 宇

的に 考察す る と ， 中同東北部産の Cle〃 latis 属植＃！v9，iO）
の 中で そ の よ うな 根 を 有 す る と考え られ る もの は C ．’8用 晒 π ’，

C ．ang “ stlfoiia
，
　C ，　ftts（

’
a，　C ，　patens　MORR ．et 　DEGNE ，，　C．bra（

・ITyut“a　MAxIM ．
，
　C ．　ianthina　 KOE 日NE ，　C ．魚 vθ〃α’σ

NAKAI な ど で あ る
11），そ こ で こ れ ら の 植物 の 中で ，採集し得 た C．伽 vθ”α’α を 除 く 5 種 の 恨 の 内部構造 を 検討 し，

商品 と比較し た．な お C ．　tei’niY70t’a に つ い て は す で に 報告 した の で
！）

， 本報で は 商品 お よ び 根 の 形状が 類 似 した C ．

angasttfotia ，　 C ．fitscaお よ び C ，　ianthina の 根に つ い て 記載 し，　 C ．　patens に つ い て は 内部形態的に こ れ らの 種とは

や や 異 な る の で 別報 に て 述べ る ，また S 〃 εila．r 属 植 物基 源 の もの に つ い て も別報 に て 詳説す る．

実　験　の 　部

材　料
1：，

Clematis　angttsttfotia 　JAcQ ．： Mt ．　Rokunto ，　China，　S．　Miki，　Aug．，25，1940

Ciernatis　ianrltina　KOEHNE ： 大韓民 国京畿道光陵，　 Oct ・，18，1975（75108〜75110）
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                    Fig. 1. Cteinatis angustijblia  JAcQ,

A: A sketch  of  the crude  drug derived from  this species. B-E:  Diagram  il]ustrations of  the transverse

sections  of the roots. F: DLagram  ilLustrations of  the transyerse  sections  of  the steles,  G:  Detailed

drawings  of  the  transverse sections  of  the root  (1, outer  part at d,p. =
 50 mm;  2, a  part of the stele  at

d.p. ;.-  5 mm;  3, a  part  of  the stele  at  d.p. =  50 mm).  (the parenthesized numeral  shows  the  distance

from the proximal end  of  the root  by rnm)
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　Ck〃mutis ノ｝tst
．
a　 TuRcz ．： 北海道 天塩君i娼11寒別 ，　Aug ．，3｛〕，1979 （8620

．・8622），　1，［，1睥，11∫”｝i沼 Ili，　Aug ．，31、1979

（8628・s−8634）

　東北威霊 仙 1
−
A 」，lB−1： 大 阪 lb

．
栃 4」 ゼ海堂 か ら 人 r，　 ig75年．

　 Ctematis　angustifoti α JACQ ．（
− C ．he．r ‘iperala 　PALL ．）（Fig．1）

　植物学的特徴 ： 本種 は Ctemati．v 属 び） Flamtnttia節，／ltrgt’S’tVbiia 　1，H［節 に 分類 ざ、1，て い る
1・）．小型 て 蔓性に な 1

『
，ず，

ほ ぼ直立 し，高さは 0．5〜量m ．：葉は 【・・2 回 羽状複葉
’．
ぐ，裂丿i

．
は 細い 、

　地下部の 形状 ご 根茎 は 蛇行 した 円 柱形 で ，径約 5mm ，　 k さ 3・．・・6cm ，多数の 恨 を 出す，恨は 線形 で ，と こ ろ ど
．

ろ細根を 出 し，乾燥根で は 径 1〜1，5mm ，長 さ 15・一・30　em ．外面 の 色 ｝よ黒か ・
っ 色

・一
茶か っ 色，破折面は 淡黄か

．
11 彑

〜か っ 色，臭味 は ほ と ん どない ．

　根の 内部構造 （Fig．1−B〜G ）： 横切面は 類円形．根茎か ら 50　mm の 部位（以
一
ド，単に 50　mm 部位 と記す）で は 根

の 径
13）

は 1，300〜1，　800　pm ，，1．r心 柱 の 径
13 ＞

は 200〜370 μm で ，根 の iili：径 に 対す る 割合は 17〜22％．5mrn 部位 て
1

は根の 径は 1，300〜1，700 μm で ，11＠ 紡錘形率
14）は 0．84〜1．27．最外層 は 表皮 で ， 表皮 細 胞 は 類 円形 か や や 接線

方向 に 長 く， 径 30〜45 μm ，外壁 の 厚 さは 3−−6pm （G1）．表皮
一
ドは 1層 の 外皮 て

’
，外皮細胞 は 薄膜性 で 全体が コ ル

ク 化 し，径 35〜50 μm （G ，），外皮 の 内側は 13〜19層の 柔細胞層 で
， 細胞 は 類円1肱 径 70〜85μm ．内皮 は IYF， よ う

で ，43〜54 個 の 細胞 が 環状 に 配列す る．老根 で は まれ に 娘細胞 を有す る内皮細胞 が 認 め られ る，内 し エ うは 1〜2層．

維管束 は二 原型．内 し ょ うお よ び 師部中に は C．　terntfiorai） や その 変種
1・15， に 認 め られ る よ うな 機械組織 は認 め られ

な い ，木部は よ く発達 した もの では ア レ イ型〜レ ソ ズ 型 （B2，　 C ，
　D ）

16 ）．道管は主 と して単 せ ん孔 の 孔紋道管て ，径

40〜55　Um1T ），長 さ 300〜450 μm ．仮道管は 径 10〜18、am ．50　mm 都位で は 木部繊維1よ認め ら れ な い ．て
．
ん ぶ ん 粒

は 皮層 の 中央部に 認 め られ る大型の もの で は ，単粒が 径 H μm ，複粒 で は 径 17μm ．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 50・um 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 嘛

　　　　　　　　　　　　　　　Fig．2．　Ctemat’sf ｝’s（
・a 　TURcz．

A ：Diagram　Mustrations　of 　the　transverse　sections 　of 　thc　roo 重s　at　d，p．＝50　mm ．　Bp ，E ：Detailed
drawings　 or 　the　transverse　sections　 of 　the　roots 〔B1 ，

0uter 　part；B2 ，
　the　stele 　of 　standard 　root　at

d．p．− 50　mm ；D ，　a　part　of 　the　stcle 　in　aged 　root 　at　d．p．− 5mm ；E，　young 　root 　at 　d．p．− 50　mm ），
C ； Diagram 川ustrations 　of 　the　transverse 　sections 　of 　the　steles 　at　d．p ．− 5mm （1｝and 　50　mm （2）
from　the　proximal 　end 　of 　lhe　root ．

（336 ）
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　Cte’natis 　 fusca 「
rtTl｛Cz ．（「ig．2）

　植物学的 特 徴 r ホ ll11け、　 C1｛
レ
’川 ’〜．、　 II・1‘〔

’
） Viθ厂na 節，　 C 尸

・iSP‘1〔・Illl節，’
・
）tsc

・
ttc・列 に 分 1：H 、1：　．h　

一・・
／い aL　IO

，
．小

・1，ll、
．
）蔓］

・Hll
」
1
・1’t，，

1「1は ll〜1’1，花被 は 紫黒 色．1！lli地 ・
：
・
1
’Illl‘1

丿

｛貯 に．や や 彊 1に
，1・．え，東 ltl1 の llll．川 t・二 分布す る ．

　地 下 部の 外部形態 ： 外観は C ・ttn，grttsltノ｝Jtia の 地 卜部に 酔1「1フ．1 て い る．根：裳は 経イ陸 た もの で ；よ
一・
般 に 塊 概 　比 較

的才1い 性
．
（は ご つ ご つ した li］11VV／

t
，径 5−、8mn1 ，長 さ 3− 5cm 　 liLい 部分は 杣 タヒし て い る，大 ］1詳1の 株 か ら け 根ル＼

1DO．イ、以 1生 じ，恨 は 線形
一・，　乾燥 L た 4、 の て け 彳鬟約 】ml11 ．長 さ 20 −40　cm ．外 liliの 色1．r．黄か ・

・ 色　茶Zh・，f「1．．
』
客

f，．）ナ1斐部は 径 3．5〜5mm ，

　根の 内部 構 造 （Fig．2）： 横 り舶 1は 照ll】形 て，50　mm 部位 て け径 1，300 ・・1，700　itm．中心 111の 径は 240 −・4eO　rtm て，

根 の 径に 対 す る 比 率 は 14〜25％，根 の 紡鍾 形率 け：1．05〜1．3且．表 皮 糸1ト1胞は 径 20〜30ym ，クト壁は 厚 き 3−一・5 μ m （BL）．

外皮細胞 ぱ 径 40〜60 μm ．皮 層 は 12〜16層 の 柔細胞 か らな り，大 型 の 細 鞄 閣 げ きが 認 め られ る （BL）．柔 細 ｝抱は 趨｛円

形 で 径 50〜70μm ．内皮 は 43〜61個 の 内皮 奉i｝1胞 か ら な り，娘細胞を有す る もの は ご く まれ で あ る ，内 し よ うお よ び

1
‘
1rll部中 に は C ．’erntfiOJ

’
a や そ の 変種に 認め られ る よ うな 機槭組織 は 認 め られ な い （B2），木部は 分甌「型〜連絡 し て 四

角型 （A ，C）
16）．道管は 径 43〜65μm ，仮道管 は 径 12−−16pm （B2）．オく部繊維は 50mm 部位 で は 通常認め ら牙

・
しな い ．

で ん ぶ ん 粒は 単粒 で は 径 10μ m 以 下，複粒 て は 径 12μm 以 卜
’
．

　Ctematis　 ianthin α K 〔》EHNE （Fig，3）

　植物 学的特徴 ： 本種 は C，fusc．a と同 し列 に 属す る．木質の 蔓性刷 勿て ，茎は 細 く，湿地 や 湖沼畔に 生える や や ま

れ な 植物．中困束北部，シ ベ リ ヤ ，朝鮮 半 島に 分 布す る．葉 の 形状 は C ．ternt万ot
’
a や C ．　brachyttraに 近似す る．

　地 下 部の 形状 （Fig．　3−A）： 根茎 は 径 5〜7mm で 11」亅凸 の あ る円 1・1・itrc・，長 さは 5cm を超 える もの もあ る ，多数 の

11泉形 の 恨 をイ∫し，大 型 の 株 て は 50 本 を 丿｛迢え る が，C ．　angttsti ．Xbiiaや （
「
．　fhsc’a ほ ど に は 密℃ ない ．恨び）径 は 乾燥品

『r
：

は 釣 Imm ，長 さは 20・  40cm 　恨 の 先の 方で は 多 く分枝す る．外 面 の 色 は 黄 か っ色’  か ・） 色．

　根の 内部形態 〔Fig．3−B
．・L ）： 50　mm 　 l，刳tfblて は 恨の 直径ば 1，400…・・2，　200　rtn1・11 ・心 1・iは径 270・一　65e　rim て ， 恨の

ah：1自こ 対す る 比 率 ｛土 14−− 3sl＆
’
，　 tl走の 紡錘 形 率 は 0，89　一・1．47，1．0〜1．2v ）　・1、の か

一
般的 で あ る．最外層は ノ〜皮

『
二，．1」く

皮 細 1抱は 他 陣 に ⊥ヒし て 小 型，類ドi丿1．彡　1∫L1角lf彡て 径 20．・・30．ttlll，外壁 の 1ソ．さは 5　［1 μm （H，J）．クト皮細1鞄 は r罷40・55

μ in，皮 層は 12　19層 の 柔；細 胞 か ら な り，た型の 細胞問 げ きを ｝1す （H ，D ．．柔綱 胞 は 頬円形 て径 60 ・85μm ．内皮 は

52 ．731固の ド亅皮紐II月包力・ら ，1レ．；］，　尾1県
．
て｛よ しけ：し1．t：2 ・ ・3 個の 垂良判田垉を イ1す る 〔亅）．　 ljjし ょ う｛よ 1 〜2 ，「帝．内 し 1 う ．卜f

、1
’
0獅 部中に は C．ternt／tv」’a や その 変種彳こ 認 め られ る よ うな 機械組 織 は な い ．木部の 形状 に 1よ変化が 多く，う璃鱈

11

一四 角 型
］fi）

の もの が 1認め られ る が，一一
般 に は 棒型〜ア レ イ 型 の もの が 多い （B，C ，　F）・道管 の 径は 45’・−95μm ・仮道

管 の 径 は 10〜18 μnl．で んぶ ん 粒は 単粒 で は 径 7．　5　Ptm 以
一
ド， 複粒て は 10 μm 以 1・

’
．

　東北威 霊 仙 「A 」

　外形 （Fig．1−A）： 径 5〜7　mm ，長 さ 5cm の 曲折 し た根茎か ら約 100 本 の 線状 の 根を 出 す．根は 径約 1mm で ，

長 さは 7〜15cm 程度の もの が多い ．根は 極 め て 折れやす く， 外面 の 色 は 黒か っ 色 〜茶か っ 色．わず か に 油様の 臭気

を有する．

　根 の 内部構造 ： cietnatis　angusttfolia 　JACΩ．の 根 の 内部構造 と完全 に 合致す る．

　 東 北威霊 仙 「B 」 （Fig・4）　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
囓

　外形 （Fig．4−A ）： 根茎 は 径 8〜10mm ，長 さ約 6cm ．線形 の 根を約 100 ＊出す ．根 は 径 1〜L2mm ，長 さ 10〜

25cm ．外面 の 色 は か っ 色
〜

黒か っ 色．根 は 折れ や す く，破折 il11の 色 は 短 自 色
．・’

次黄力・・ン 巴．か 3 か な臭気〃 1あ る．

　根 の 内部構造 （Fig．4−B〜G ）； 横切面は 類円形，50　mm 部 位 て は 径 1，700〜2，400 μm ・中心 柱 の 径は 490〜1，410

pm で，根 の 径に 対する比率は 27〜64％，根 の 紡錘形率は 0．87〜1．19， 表皮細 胞 は 径 35〜45μm ，外壁 の 厚 さは

5〜10μm （Fl）．外皮細 胞は 径 40〜50 μm ．皮 層 の 柔細胞 は 13〜18層，細胞間 げきは 小型 （F）．柔細胞は 類円形あ る

い は 接線方向に 長 く，径 70〜105μm ，長 さ 200〜430 μm ．内皮 は 70〜100個の 内皮細胞か ら なる ．経年 し た 根 て は

しば し ば 師部繊維 が、t葱め ら れ （C2），多い 個体 で は 50細胞を超 え る もの もあ る．木部は ア レ イ 型〜西角型 の もの が多

い （B2，D2 ，　E）．道管 は 径 60〜90 μm （F2）．仮道管は 径 12〜20 μm ．50　mm 部位 に お い て も多 くの 木 部繊維 が認 め ら

れ る （F2）．皮層中 の で ん ぶ ん 粒は単粒で は 8μm 以下 ， 複粒 で は 18μm 以下．

　 以上 の 内部形態 は Cletnatis　tet’ni70ra 　DC 、　var ．　koreara（NAKAI ）TAMuRAt ）
に 近似す る が，それ に 比 し て 根 が 細

く ， 道管 の 径が や や 小 さ い こ とな どで 異 な り，今回比較険討 し た 植物の 中に は該当す る種 が な か っ た，
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                     Fig. 3. Cietnatis ianthina KoEl･{NE

A:  A  sketch  of  the underground  portion,  B-E:  Diagram illustrations of the transverse  sections  of  the

roots  (the parenthesized numeral  shows  the mm  distance from the pToximal end  of  the root).  F:

Diagram  il]ustrations of  the transverse  sections  of  the steles  of the  standard  root  G: tsolated elements

(1,2, pitted vessels;  3,4, tracheids;  5, wood  parenchyma  ce][; 6. wood  fiber). H-L:  Detailed drawings

of  the transverse sections  ofthe  roots  at  d.p. =.' 50 mm.(H,l:  Epidermis and  a part of  the cortex;  j:

Endodeimis  in aged  root;  K:  Endodermis  ot' tlie youdig root  or  tip portion of the root,  L; A  part of

the stele  in the  standard  root).
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             Fig. 4, 
"Wei!ingxian"

 frem  northeast  China

A: A  sketch  of the  crude  drug, B-E:  Diagram  illustrations of the roots  (the parenthesized nunleral
shows  the distanee from the proximal  end  ef  the roots  by mm).  F: Detailed drawings of  the trans-

vcrse  scction  of  the outer  part (1), and  a  part of  the stele  (2) at  d.p. - , 50 mm.  G:  Isolated elements

( 1.2, wood  parenchyma  cells;  3,4, pitted vessels; 5, tracheid;  6, wood  fiber).
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結論および 考察

　　　 1「　 ／ildie入乎 し得た 11r ［．9；亅東北部産 「威霊仙」 の 内，11ア ポ ウ ， 「1・の Ctematis 属植物 の 地
．
ド部 を基源とす る 1〕

の は ，

　　 1種｝．t　 C ，ttngttsttfotia 　JACQ ，に 合致 し た が，　1垂取．L奈 lul」．し較 肖11］，，Lし た 植 物の illl ・二該’11
す
．
る もの が t［か 一．）た 、　

，，」．ねぞ

　　 、1［の 種の 択 の 内 ｝智1形態的 1持微 を TABLE 　I に 示 す．

　　　 2，　 不 明種に つ い て は ，そ の 恨の 内部構造 か ら 明 らカ・に Clemati．y 属基 捌｛の もの て あ る が，今 回 報告 し た 3 煙の 他，

　　中国 環（北 部 に 分 布 す る 他 の CVetnatis楓 ｛偵物 （C ．tet’nt7tvra ，　C ．1）aiens な ど） に も台 致 し な か っ た，現在 まて に 1．［二較

　　 検討 し た Cteniatis属植物
］9）

の 中 で，最 も近似す る種は C ．te’．MY ／1／ra 　DC ．　 var ，　koi・ett’la （NAKAI ）TAMuRA て あ り，

　　表皮細胞 ，皮 層 ， 維管束 な どの 形 状 が よ く
一

致 し，根 が よ り細い こ と，道管 の 径 が 小 さい こ とな ど の 点 て
．
異な る ，そ

　　 こ で，根 お よ び 道管の 1｛〔径 を わ が 国 に 分布す る C ．ternt70i’a　 DC ，　 var ．　 robusta （CARR ．＞TAMuRA な ど と 比 較す る

　　 と，var ，　rvbttsta ，　 var ．　koreana，商品 の 順 に 小 さ くな っ て お り，こ れ ら 3種は 明 らか に 南力か ら北方 へ と連続的 に 変

　　 化 し て い る． こ の こ とか ら察す る に ，本商 品 は 多型 を 示 す c ．tertrt）F70t
’
tl の 1変 種 と し て 分類 され る べ き種 で ，母 種

　　 に ⊥
．
匕してや や 大型，var ．　koreana よ りは や や 小型 の 植物 で あろ う と考 え られ る，ま た こ れは 木部が よ く発達 し，〔lili都

．　 繊維が 多い 点 で，李ら5）

が東北部産威霊仙と して 図 示 し て い る C 　．　nmndslf 　urica 　RUPR ，（；C ．tenu胴ora 　DC ．） の 形

　　態に 似 て お り　19），同
一の もの か も知れ ない ．い すれ に せ よ 中国東北部に 産す る C ．廨 κ耀0用 に つ い て は 今後さ らに

　　 植物学的に 精査す る 必要が ある ．

　　　 3． C ．angust ヴholiaの 根 の 内都 形 態 的 特徴は ，他種 に 比 し て 木部 の 発達が 悪 く，道 管 の 径 が 55 μm 以 下 と 小 さい

　　 こ と で あ る．こ れ は 本種 の 地 一1：部 が高さ 1m 以
一．
ドで ，

　 il
’
司属 11rl物中 で は 小型 の 草木

』
で
’
あ る こ とに 起 因 した も の と考 詩．

　 　 られ る．

　　　4．　 C ，ftlS（
’
a と C ．ia’ithiiia は と 4，に Cieinati．y　 l属の Viθ J

’
ita 節，　 C ”ispaLJ 距節，　 FttS‘’Cte 列 に 属す る 植物 て

．
，本 列

　　 の 内 部形態的特質安は 表皮 細胞 が 径 20　
一・’30　tim と小難1で，皮 層 中 に 大 型 の 8fl】胞 問 げきをイ∫す る こ とて

．
， 二 の ： と は ．

．

　　 の 列 の 植 物 が と くに 湿地 帯 を好 ん て 生 育す る こ と に 起 因 し た 4、の と 考え られ る．中 国 東 北 部 産 威
「
、1謎イII［の 基 源 と な i，

・’
）

TABI．E　i．　 Anatomical 　Characleristics　o 「出e　R （、（、ts　of　Cte〃 lcl〃∫ spp ．　and 　
L’Wei ］ingxiarゴ

「
from

　 　 　　 　 Northcas重 China　 in　 lhe　 Transverse　 Seclions　 at　 a ．DisIance　 of 　 50111m「rom 　 lhe

　 　 　　 　 Proximal　 End ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 c，atigusttftJlia

Diameter　of 　the 　root （μm ）　　　　　　　 1，300−1，800

Diameter 　of　the　s亡ele （pm ）　　　　　　　　 200−370
Percentage　of　stele　in　root 　by　diameter（％）　　17−22
Fusiform　ratioa ）　　　 　　　 　　　　 　　　 0，84−1，27

Epidermal 　cell

　Diameter （μm ）

　Thickness　of　outer 　cell　wall （pm ）

30−453
−6

C．ノitS【・Cl

I，300−1，700

　240−400

　 14−251
．05−1．31

　　　　　　　　
‘’Weilingxian

‘’
C ．ian〃lina
　 　 　　 　 　　from 　 northeast 　China

1，400−2，200　　　　　1，700−2，400

　 270−650　　　　　　　490−1，410

　 14−38　　　　　　　　　27−64

0，89−1．47　　　　　　　0．87−1，19

20−303
−5

20−305
−11

Cortex

　Diameter 　of 　the　cell （μrn ）

　Number 　of 　the　cemayers

70−8513
−19

50−7012
−16

35−455
−10

60−8512
−19

70−10513
−18

Number 　 ofendodermal 　ceHs

Phloem 　fiber

Diameter 　ofthe 　vessel （μm ）

Diameter　of 　the　tracheid （μm ）

43−54absent

40−5510
−18

43−61absent

43−6512
−16

52−73absent

45−9510
−−18

　 　　 70−100

　 reveal　frequently
　　 in　aged 　roOt

（0−50飾 ers 　or 　more ）

　 　　 60−90

　 　　 　12−20

Size　of 　s重arch 　grain（Ptm）

　Sin1Pie　grain　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　up 　to　11　　　　　up 　to　IO　　　　　up 　to　7．5　　　　　　　up 　to　8

　Comp ［ex 　grain　　　　　　　　　　　　　　 up 　to　17　　　 up 　to　l2　　　 up 　to　IO　　　　　　up 　to　18

a ） Diame1er 　o 「［he　T
’
oot 　at 　a　distance　or 　50　mm 『r〔》m 重he　pmximal 　elld ，　divided　by 【hat　at　5　mm ．

（340 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

る （Vetltari．s’属櫃彳勿の Ilr ／t．，今 lili入
．
y・し得 なか っ た 種は c ．　tit“ ・‘・”ft’Cl の み て

1
あ る が，木師 も ’油 で

・
‘’‘
・
列 に 属す る hl

「
［物

て あ り，そ の 内部形態的 1尸，徴 か ら，本種が．卜述 し た 小 明 種 て あ る とは 9
，

’
☆湘 い ．

　謝 辞 ： 比較kl
’
〔物「b11 定 の ツ1を と られ た 神戸大 学 ⊥1｝！学 部 lll忖道 丿こ博．17，な ら び に ｛伴 1蒐 14iに 御協力く！∴ き，｝1 　lt

／’
京都

大 学1！ll学 部 植物学教室 村 川　i）1；｛先生に 深 1謝す る．

　A　list　of 　abbreViations ：　〔圸
，
　dark　colored 　Iayer；　en

，
endodermis 　or 　cndodermal 　cell；　ep ，epidcrnia ［

cei］； ex ，　exodcrma ］ cell ； i，　intercellular　space ； p，　parcnchyma　cell； ph，　phloem ； pr，　pericyclc； s
，
　sicb

t・ b・ ； ・f，s・ b・tit・t・　 fib・・； ・t・，・t・・ch 　g・ai・； t
，
　t・ach ・id； t・c ，　t・an ・f・・i・n ・ce ［1； ・P，・pitt・d ・・… い f

，　w ・・d

fiber； wp ，　wood 　parenchyma　cell； xp ，　primary　xyiem ； xy
，　
xylem ．
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鰐
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の 測定値は す べ て の 種 に お い て 全般 に 実測値

　　 が 小 さ い よ うで あ る．
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